
センターは今年で13年目を迎えました。人にも歴史
がありますように、建物にも歴史があります。人はど
れだけ長い時を生きたかではなく、どのように生きた
か？が大切ではないかとこの年になって気づかされて
います。建物には、いろんな傷や染みがついています。
その傷や染みは人の心の中の記憶を呼び起こしてくれ
る大切な「資料」となりうるのではないでしょうか？
人はみな、新しいものについつい目を向けがちです

が、ふと我に返る時を求めているに違いありません。
これが癒しというブームそして代名詞に置き換えられ
ているのでしょう。人は常に人間としての原点に還る
ことを、本能的に組み込まれているのでしょうか？

活動テーマ：大人の本気を見せてやる
指導スタイル：本気であそぶ
業務目標：地域のためにできること・・・

お客様にできること・・・
年間を通じて、自然体験活動指導や博物館運営業務

に携わっていただくスタッフを募集しています。
自然体験活動については、市内外の子どもたちとふ

れあい、森の中で子どもたちの心を育む活動を提供し
ています。活動内容は様々ですが、子どもたちとのふ
れあいの中から、いろんなことを感じてください。
博物館運営業務につきましては、各部門別に募集を

いたします。皆さんがお持ちの専門技術を発揮し、こ
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（45）6222
宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター
開館時間：午前９時から午後４時まで
休 館 日：月曜日、祝祭日の翌日　　　　

れから磨いていきたい技術を共に勉強していきます。
（資料収集整理、映像・写真編集整理、標本整理、調査、
森づくり、学生スタッフ育成、観察スタイルの新開発
など）

：20人
：3月31日（木）

＊交通費（送迎なし）および食事代の支給
：満20歳から満60歳まで
：自然系博物館での活動ノウハウと自然体験活動
を専門スタッフより技術を学ぶことができます。

コテージへ、グリーンロッジへ宿泊したい。自然体
験が体感したい。こんなイベントをしてほしいなどな
ど様々なご相談を受け付けております。学童保育や総
合的な学習の時間、森づくりなどの年間指導（単発活
動も可）や指導案づくりもサポートしています。また、
育成会事業や塾、スポーツ団体などへの体験活動も提
供し、子どもたちのために地域が、大人ができること
を合言葉に活動を積極的に推進しています。
来館、お電話をお待ちしています。

今
春
は
、
全
国
的
に
昨
年
の
三

十
倍
の
花
粉
量
が
予
想
さ
れ
、
花

粉
症
の
方
は
重
症
化
が
、
花
粉
症

で
な
か
っ
た
方
も
発
症
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
花
粉
症

の
症
状
が
で
た
場
合
は
、
花
粉
症

だ
ろ
う
と
自
己
判
断
を
し
て
重
大

な
病
気
を
見
逃
し
て
は
大
変
で
す
。

何
が
原
因
で
あ
る
か
を
き
ち
ん

と
調
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

花
粉
症
の
予
防
に
は
、
花
粉
の

曝
露
を
防
ぐ
方
法
と
薬
物
に
よ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
め
が
ね
、
マ
ス
ク
、
帽
子
の
着
用

○
衣
服
を
払
っ
て
か
ら
入
室

○
う
が
い
と
手
洗
い
を
忘
れ
ず
に
　

○
花
粉
情
報
を
確
認
し
外
出
を
　

○
洗
濯
物
を
外
に
干
さ
な
い

○
布
団
は
た
た
い
て
掃
除
機
を

○
窓
は
開
け
な
い

○
ぬ
れ
ぞ
う
き
ん
で
ふ
き
掃
除
を

そ
の
他
、
花
粉
症
を
悪
化
さ
せ

る
原
因
に
は
、
タ
バ
コ
や
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
燃
焼
に
よ
る
空
気
の
汚

染
の
影
響
が
あ
り
、
室
内
環
境
を

き
れ
い
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
は
症
状
が
ひ
ど
い
と
、

日
常
生
活
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
対
応
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
の
事
業
は
、
長
期
に
わ
た
り

療
養
を
必
要
と
す
る
慢
性
的
な
病

気
に
対
し
、
そ
の
治
療
方
法
の
研

究
と
患
者
さ
ん
の
医
療
費
の
軽
減

を
図
る
も
の
で
す
。
平
成
十
七
年

四
月
一
日
よ
り
、
国
の
制
度
見
直

し
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

◇
対
象
疾
患
の
見
直
し

◇
所
得
に
応
じ
て
、
一
部
負
担
金

が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
全
疾
患
、
入
院
・
通
院
が
可
能

◇
全
疾
患
二
十
歳
ま
で
延
長
可
能
等

◇
必
要
書
類
を
提
出
し
、
山
梨
県

小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
協
議

会
で
協
議
・
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
既
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
も
、
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。
必
要
書
類
は
、
通

知
い
た
し
ま
す
。

◇
手
続
き

新
規
　
随
時

更
新（
既
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
）

平
成
十
七
年
二
月
〜
三
月
八
日

ま
で
に
提
出
。
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